公益財団法人大阪ＹＷＣＡ会員規則
（総則）

第１条　公益財団法人大阪ＹＷＣＡ（以下「この法人」という）は、定款第48条に基づき、会員について必要な事項を以下に定める。

第２条　会員は、以下の世界ＹＷＣＡ及び日本ＹＷＣＡの精神をもって事業を推進する。

　　「世界ＹＷＣＡは、キリスト教の価値観をもつ世界の女性たちによって設立され、全能の神、イエス・キリスト、聖霊への信仰を基盤とする。
　　神の前にすべての人が等しい価値をもつことを認め、正義・平和・人間の尊厳・自由・持続可能な環境を女性のリーダーシップによって実現することを目的とし、ボランティア精神をもって運動をすすめる。

　　日本ＹＷＣＡは、1905年に創立され、福音による女性の人格の独立と解放をめざして、世界のＹＷＣＡと協力して活動してきた。第二次世界大戦後は、戦争体験の反省にたち、基本的人権と世界平和の実現のために努力している。日本ＹＷＣＡは、その基盤を理解し、目的に賛同する多くの女性たちがこの運動に参加することを願って、ここに会則を定める。」（日本ＹＷＣＡ会則前文より抜粋・引用）
＊聖霊：人のうちに生きて働く神の力
＊福音：イエス・キリストの説いた神の国と救いの教え
（目的）

第３条　会員は、キリスト教の基盤にたち、女性と青少年の力を集め、すべての人々にとっての正義・平和・健康・尊厳・自由・持続可能な環境を実現することを目的とし、世界ＹＷＣＡ及び日本ＹＷＣＡと連携して活動する。
（会員種別）

第４条　会員は、この法人の目的に賛同し、その運動に参加することを望む者で、以下の種別がある。
（１）18歳以上の女性は成人会員とする。
（２）18未満の女性は年少会員とする。
（３）18歳以上の男性は成人会友とする。

（４）18歳未満の男性は年少会友とする。
２　成人会員は、日本ＹＷＣＡ及び世界ＹＷＣＡの会員となる。

３　成人会員は、定期会員集会における選挙権・被選挙権及び議決権を有する。

４　この法人の目的に賛同し、その事業を支援する個人及び団体は、賛助員となる。
（定期会員集会）

第５条　この法人は、毎年1回定期会員集会を開く。定
期会員集会は会長が招集し、議長は会長とする。

２　定期会員集会は成人会員をもって組織する。

３　定期会員集会で執行する事項は下記の通りである。

（１）公益財団法人大阪ＹＷＣＡの事業全般の報告。
（２）公益財団法人大阪ＹＷＣＡの会計の報告。
（３）会員による社会貢献活動事業の計画および予算の審議を行い、評議員会・理事会にこれを提案する。

（４）社会貢献活動運営委員および指名委員の選挙。
（５）会員規則および細則の変更。
４　定期会員集会は、成人会員の2分の1をもって開会する。ただし当該議事に書面をもってあらかじめ意思を表示した者は、出席者とみなす。
（臨時会員集会）

第６条　社会貢献活動運営委員会の議決、或いは成人会員の3分の1以上の要求があれば、臨時会員集会を開くことができる。

（社会貢献活動運営委員会）

第７条　理事会のもとに社会貢献活動運営委員会（以下「運営委員会」という）を置く。

第８条　運営委員会は、定期会員集会で選挙された社会貢献活動運営委員（以下「運営委員」という）（16名～20名）で組織し、総幹事は職務上これに加わり、議決権をもつ。
第９条　運営委員会は、毎月1回会長が招集し例会を開く。議長は会長とする。ただし、会長が必要と認めた場合、または運営委員3分の1以上からの要求があればこれを臨時に開くことができる。

第10条　運営委員会は、委員総数の3分の2を定足数とする。ただし、当該議事に書面をもってあらかじめ意思を表示した者は出席者とみなす。

第11条　運営委員会の職務は下記のとおりである。

（１）定期会員集会の議決を経て、評議員会で決定された事業計画及び予算に基づき、会員による社会貢献活動を推進する。
（２）会員による社会貢献活動事業の予算及び決算に関する責任を負う。

（３）加盟ＹＷＣＡ中央委員会と連携をとる。

（４）運営委員会役員を互選する。

（社会貢献活動運営委員）

第12条　運営委員の任期は2年とし、定期会員集会毎にその2分の1を改選する。引き続き3期まで再選されることができる。

２　補欠または増員により選出された運営委員の任期は、前任者または現任者の残任期間とする。

（社会貢献活動運営委員会役員会）

第13条　運営委員会のもとに運営委員会役員会を置く。

第14条　運営委員会役員会は以下の役員によって組織する。会長1名、副会長若干名、書記1名、会計1名。
第15条　会長は、運営委員会役員を招集し、運営委員会役員会を開く。総幹事は職務上これに加わる。

第16条　緊急事項のある場合は、運営委員会役員会がこれを処理する。ただし運営委員会の事後承認を要する。

（社会貢献活動運営委員会役員）

第17条　会長は、理事となり会員による社会貢献活動事業全般に対し責任を負う。

第18条　副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長があらかじめ指名した副会長がその代理をする。

第19条　書記は、運営委員会及び定期会員集会の記録の責任を負う。

第20条　会計は、会員による社会貢献活動事業の会計に関する責任を負う。

第21条　運営委員会役員の任期は1年とし、再選を妨げない。

（指名委員会）

第22条　理事会のもとに指名委員会を置く。

第23条　指名委員会は、定期会員集会で選挙された会員5名をもって組織する。指名委員中2名は運営委員をもってあてる。会長、総幹事は、職務上これに加わる。
第24条　指名委員会は、互選によって委員長を定める。

第25条　指名委員会は、運営委員と次期指名委員候補者の指名と、運営委員の欠員の候補者を指名する。

第26条　指名委員会は、定期会員集会における選挙執行の責任を負う。

（指名委員）

第27条　指名委員の任期は1年とし再選されない。ただし運営委員中の1名は2年継続してもよい。

第28条　指名委員の欠員は、会長の承認を得て委員会がこれを充たす。補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。

（規則の変更）

第29条　この規則は、定期又は臨時会員集会で出席会員数の3分の2以上の賛成を得た後、評議員会の決議を経てこれを変更することができる。ただし「日本ＹＷＣＡ前文」「目的」「会員・会友」の条項は、日本ＹＷＣＡ全国会員総会の決議に従うものとする。
細　則

（会費）

第１条　会員及び会友は、会費を納入する。

２　会費の年額は以下のように定める。

　成人会員：12,000円

　成人会友：12,000円

３　ただし上記２について、年齢その他の理由による割引会費制度を以下のように定める。割引会費制度は申告した者のみに適用する。

　　新入会割引会費及び会友費：7,000円

　　18～25歳割引会費及び会友費：3,000円

　　26～30歳割引会費及び会友費：7,000円

　　70歳以上割引会費及び会友費：7,000円

　　子育て、失職など自己都合による割引会費及び会友費：7,000円

４　賛助費の年額は以下のように定める。

　　個人賛助費/Ａ：1口3,000円　Ｂ：1口5,000円　Ｃ：1口10,000円とし、それぞれ1口以上とする。

　　団体賛助費/1口10,000円とし、1口以上とする。

５　年度途中で退会を届け出た場合も、既に納入した会費、賛助費は返金しない。

６　会費の額は定期会員集会で審議し、評議員会にこれを提案し、評議員会が変更する。

（会費の使途）

第２条　前条に規定する会費は、世界ＹＷＣＡ及び日本ＹＷＣＡに関連する費用を除き、毎事業年度における合計額の50％を公益目的事業に、50％を管理費に使用するものとする。ただし、管理費に充当すべき金額について管理費に充ててなお残余があるときは、公益目的事業費に充当することも可とする。

（委員会）

第３条　運営委員会のもとに必要に応じて部委員会を置く。

第４条　部委員会の委員長は、運営委員の中より選出し、会長がこれを委嘱する。

第５条　委員長は、担当幹事と協議の上、部委員を選任し、部委員会を組織する。
（委員）

第６条　部委員は、会員または会友であること。

第７条　委員の任期は1年とする。

本会員規則は2012年3月10日評議員会承認、2012年4月1日

より発効。

